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１．我が国の海事産業が今後も国際競争力を維持し

ていくためには、海事産業が一体となって国際基

準の策定や技術開発を推進しなければならない

との時代の要請に応えるべく、我が国海事産業の

国際競争力強化を目的として、産学官が一体とな

った戦略的国際基準策定のための仕組み（プラッ

トホーム）を構築するとともに、当該仕組みを活

用し、外航船舶からの二酸化炭素排出削減にかか

る国際基準や、シップリサイクル条約等、我が国

の海事分野に大きな影響を与える基準を我が国

主導で策定する際、その中心的な役割を果たし

た。 

 

２．現在、世界の海洋資源開発プロジェクトで最も注目されているブラジルへ我が国造船

業が進出するための素地を作るべく、「産」、「学」、「官」が連携した取り組みを先駆け

て主導した。 
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